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(57)【要約】
　サブ1GHzネットワーク(たとえば、IEEE802.11ahネッ
トワーク)内のメッセージの特性を制御するシステムお
よび方法が開示される。利用可能なフレームフォーマッ
トおよび/またはタイミングパラメータを示す1つまたは
複数のデータ構造は、送信機および受信機に記憶される
か、またはアクセス可能であり得る。データ構造は、ワ
イヤレスネットワークで使用中のフレームフォーマット
、ワイヤレスネットワークの帯域幅、および/または空
間ストリームの数に基づいて編成することができる。デ
ータ構造に記憶される情報は、サブ1GHzネットワークを
介して通信されるメッセージの生成および処理で使用す
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の帯域幅で動作するサブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケットを
通信する際に使用するフレームフォーマットを送信機で選択するステップであって、前記
フレームフォーマットが前記特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づいて選択される、ス
テップと、
　前記選択されたフレームフォーマットおよび前記特定の帯域幅に基づいて、1つまたは
複数のタイミングパラメータを決定するステップと、
　前記選択されたフレームフォーマットおよび前記1つまたは複数のタイミングパラメー
タに従って前記パケットを生成するステップと、
　前記送信機から受信機に前記パケットを送るステップと
を含み、
　前記特定の帯域幅が1メガヘルツであるとき、前記選択されたフレームフォーマットが
ショートフレームフォーマットであり、
　前記特定の帯域幅が1メガヘルツよりも大きいとき、前記選択されたフレームフォーマ
ットが前記ショートフレームフォーマットまたはロングフレームフォーマットである、
方法。
【請求項２】
　前記サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークが、IEEE（アイ・トリプル・イー）802.1
1ahプロトコルに従って動作する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記ショートフレームフォーマットが、ショートトレーニングフィールド(STF)と、ロ
ングトレーニングフィールド(LTF)と、信号フィールド(SIG)と、データ部分とを備える、
請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　2つ以上の空間ストリームが使用中であるとき、前記ショートフレームフォーマットが
、1つまたは複数の追加LTFをさらに備える、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記ロングフレームフォーマットが、プリコーディングなしの第1の部分と、プリコー
ディングありの第2の部分とを備え、
　前記第1の部分が、ショートトレーニングフィールド(STF)と、第1のロングトレーニン
グフィールド(LTF)と、信号Aフィールド(SIG-A)とを備え、
　前記第2の部分が、第2のSTFと、1つまたは複数の信号Bフィールド(SIG-B)と、データ部
分とを備える、
請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　2つ以上の空間ストリームが使用中であるとき、前記ロングフレームフォーマットが、1
つまたは複数の追加LTFをさらに備える、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記特定の帯域幅が、1メガヘルツ(MHz)、2MHz、4MHz、8MHz、または16MHzを含む、請
求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記1つまたは複数のタイミングパラメータに、
　複合データサブキャリアの数、
　パイロットサブキャリアの数、
　ガードを除く合計サブキャリアの数、
　最も高いデータサブキャリアインデックス、
　サブキャリア周波数間隔、
　離散フーリエ変換(DFT)期間、
　逆DFT(IDFT)期間、



(3) JP 2015-517257 A 2015.6.18

10

20

30

40

50

　ガードインターバル継続時間、
　ダブルガードインターバル継続時間、
　ショートガードインターバル継続時間、
　ロングガードインターバルを有する直交周波数分割多重(OFDM)シンボル継続時間、
　ショートガードインターバルを有するOFDMシンボル継続時間、
　OFDMシンボル継続時間、
　SERVICEフィールド内のビット数、
　バイナリ畳み込み符号エンコーダ当たりのテールビットの数、
　ショートトレーニングフィールド(STF)継続時間、
　ロングトレーニングフィールド(LTF)継続時間、
　信号フィールド(SIG)継続時間、
　信号Aフィールド(SIG-A)継続時間、
　多入力多出力LTF(MIMO-LTF)継続時間、
　ロングフォーマットSTF継続時間、
　信号Bフィールド(SIG-B)継続時間、
　またはそれらの任意の組合せ
が含まれる、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記STF継続時間、前記LTF継続時間、ならびに前記SIG継続時間および前記SIG-A継続時
間のうちの1つが、各々、前記特定の帯域幅が1メガヘルツよりも大きいときより、前記特
定の帯域幅が1メガヘルツであるときの方が長い、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記サブキャリア周波数間隔が31.25キロヘルツ(KHz)であり、
　前記DFT期間が32マイクロ秒(μs)であり、
　前記IDFT期間が32μsであり、
　前記ガードインターバル継続時間が8μsであり、
　ダブルガードインターバル継続時間が16μsであり、
　ショートガードインターバル継続時間が4μsであり、
　ロングガードインターバルを有する前記OFDMシンボル継続時間が40μsであり、
　ショートガードインターバルを有する前記OFDMシンボル継続時間が36μsであり、
　前記OFDMシンボル継続時間が40μsまたは36μsであり、
　前記SERVICEフィールド内の前記ビット数が16であり、
　前記バイナリ畳み込み符号エンコーダ当たりのテールビットの数が6であり、
　前記MIMO-LTF継続時間が40μsである、
請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記特定の帯域幅が1メガヘルツ(MHz)であるとき、
　前記複合データサブキャリアの数が24であり、
　前記パイロットサブキャリアの数が2であり、
　前記ガードを除く合計サブキャリアの数が26であり、
　前記最も高いデータサブキャリアインデックスが13であり、
　前記STF継続時間が160マイクロ秒(μs)であり、
　前記LTF継続時間が160μsであり、
　前記SIG継続時間が240μsまたは200μsである、
請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記特定の帯域幅が1メガヘルツ(MHz)よりも大きいとき、
　前記STF継続時間が80マイクロ秒(μs)であり、
　前記LTF継続時間が8μsであり、
　前記SIG継続時間が80μsであり、
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　前記SIG-A継続時間が80μsであり、
　前記ロングフォーマットSTF継続時間が40μsであり、
　前記SIG-B継続時間が40μsである、
請求項8に記載の方法。
【請求項１３】
　前記特定の帯域幅が2メガヘルツ(MHz)であるとき、
　前記複合データサブキャリアの数が52であり、
　前記パイロットサブキャリアの数が4であり、
　前記ガードを除く合計サブキャリアの数が56であり、
　前記最も高いデータサブキャリアインデックスが28である、
請求項8に記載の方法。
【請求項１４】
　前記特定の帯域幅が4メガヘルツ(MHz)であるとき、
　前記複合データサブキャリアの数が108であり、
　前記パイロットサブキャリアの数が6であり、
　前記ガードを除く合計サブキャリアの数が114であり、
　前記最も高いデータサブキャリアインデックスが58である、
請求項8に記載の方法。
【請求項１５】
　前記特定の帯域幅が8メガヘルツ(MHz)であるとき、
　前記複合データサブキャリアの数が234であり、
　前記パイロットサブキャリアの数が8であり、
　前記ガードを除く合計サブキャリアの数が242であり、
　前記最も高いデータサブキャリアインデックスが122である、
請求項8に記載の方法。
【請求項１６】
　前記特定の帯域幅が16メガヘルツ(MHz)であるとき、
　前記複合データサブキャリアの数が468であり、
　前記パイロットサブキャリアの数が16であり、
　前記ガードを除く合計サブキャリアの数が484であり、
　前記最も高いデータサブキャリアインデックスが250である、
請求項8に記載の方法。
【請求項１７】
　サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークの複数の動作帯域幅の各々について、前記サ
ブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークのショートフレームフォーマットおよびロングフ
レームフォーマット用のタイミングパラメータを示す1つまたは複数のデータ構造
を記憶する、非一時的プロセッサ可読媒体であって、
　前記タイミングパラメータに、
　　複合データサブキャリアの数、
　　パイロットサブキャリアの数、
　　ガードを除く合計サブキャリアの数、
　　最も高いデータサブキャリアインデックス、
　　サブキャリア周波数間隔、
　　逆離散フーリエ変換期間、
　　離散フーリエ変換期間、
　　ガードインターバル継続時間、
　　ダブルガードインターバル継続時間、
　　ショートガードインターバル継続時間、
　　ロングガードインターバルを有する直交周波数分割多重(OFDM)シンボル継続時間、
　　ショートガードインターバルを有するOFDMシンボル継続時間、
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　　OFDMシンボル継続時間、
　　SERVICEフィールド内のビット数、
　　バイナリ畳み込み符号エンコーダ当たりのテールビットの数、
　　ショートトレーニングフィールド(STF)継続時間、
　　ロングトレーニングフィールド(LTF)継続時間、
　　信号フィールド(SIG)継続時間、
　　信号Aフィールド(SIG-A)継続時間、
　　多入力多出力LTF(MIMO-LTF)継続時間、
　　ロングフォーマットSTF継続時間、
　　信号Bフィールド(SIG-B)継続時間、
　　またはそれらの任意の組合せ
　が含まれる、
非一時的プロセッサ可読媒体。
【請求項１８】
　サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークの複数のフレームフォーマットおよび複数の
帯域幅用のタイミングパラメータを示す1つまたは複数のデータ構造を記憶する、メモリ
と、
　前記メモリに結合されたプロセッサと
を備える装置であって、
　前記プロセッサが、
　　特定の帯域幅で動作する前記サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケ
ットを通信する際に使用するフレームフォーマットを選択することであって、前記フレー
ムフォーマットが前記特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づいて選択される、選択する
ことと、
　　前記選択されたフレームフォーマットおよび前記特定の帯域幅に基づいて、1つまた
は複数のタイミングパラメータを決定することと、
　　前記選択されたフレームフォーマットおよび前記1つまたは複数のタイミングパラメ
ータに従って前記パケットを生成することと
　を行うように構成され、
　前記特定の帯域幅が1メガヘルツであるとき、前記選択されたフレームフォーマットが
ショートフレームフォーマットであり、
　前記特定の帯域幅が1メガヘルツよりも大きいとき、前記選択されたフレームフォーマ
ットが前記ショートフレームフォーマットまたはロングフレームフォーマットである、
装置。
【請求項１９】
　前記サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークが、IEEE（アイ・トリプル・イー）802.1
1ahプロトコルに従って動作する、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークの複数のフレームフォーマットおよび複数の
帯域幅用のタイミングパラメータを示す1つまたは複数のデータ構造を記憶するための手
段と、
　特定の帯域幅で動作する前記サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケッ
トを通信する際に使用するフレームフォーマットを選択するための手段であって、前記フ
レームフォーマットが前記特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づいて選択される、手段
と、
　前記選択されたフレームフォーマットおよび前記特定の帯域幅に基づいて、1つまたは
複数のタイミングパラメータを決定するための手段と、
　前記選択されたフレームフォーマットおよび前記1つまたは複数のタイミングパラメー
タに従って前記パケットを生成するための手段と
を備える、装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その内容全体が参照によって明白に本明細書に組み込まれている、2012年4
月2日に出願した同一出願人が所有する米国仮特許出願第61/619,338号の優先権を主張す
る。
【０００２】
　本開示はワイヤレスデータ通信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　技術の進歩によって、コンピューティングデバイスはより小型にかつより高性能になっ
ている。たとえば、現在、小型で、軽量で、ユーザが簡単に持ち運べる、携帯式のワイヤ
レス電話、携帯情報端末(PDA)、およびページングデバイスなどのワイヤレスコンピュー
ティングデバイスを含む、様々な携帯式の個人向けコンピューティングデバイスが存在す
る。より詳細には、携帯電話およびインターネットプロトコル(IP)電話などの携帯式のワ
イヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声およびデータパケットを通信する
ことができる。多くのそのようなワイヤレス電話は、エンドユーザに拡張機能を提供する
ために、追加のデバイスを組み込んでいる。たとえば、ワイヤレス電話は、デジタルスチ
ルカメラ、デジタルビデオカメラ、デジタルレコーダ、およびオーディオファイルプレー
ヤを含むこともできる。また、そのようなワイヤレス電話は、インターネットにアクセス
するために使用され得るウェブブラウザアプリケーションなどのソフトウェアアプリケー
ションを実行することができる。したがって、これらのワイヤレス電話は、著しい計算能
力を含むことができる。
【０００４】
　多くの通信システムでは、ネットワークは、空間的に離れてやり取りを行ういくつかの
デバイスの間でメッセージを交換するために使用することができる。ネットワークは、た
とえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る地
理的範囲によって分類することができる。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイド
エリアネットワーク(WAN)、メトロポリタンエリアネットワーク(MAN)、ローカルエリアネ
ットワーク(LAN)、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)、またはパーソナルエ
リアネットワーク(PAN)と呼ばれ得る。ネットワークはまた、様々なネットワークのノー
ドおよびデバイスを相互接続するために使用される交換/ルーティング技術(たとえば、回
線交換対パケット交換)、送信に利用される物理媒体のタイプ(たとえば、有線対ワイヤレ
ス)、および使用される通信プロトコルのセット(たとえば、インターネットプロトコルス
イート、SONET(同期光ネットワーキング)、イーサネット（登録商標）など)によって異な
る場合がある。
【０００５】
　ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素が可動であり、動的な接続性のニーズを
有するとき、またはネットワークアーキテクチャが固定式ではないアドホックなトポロジ
ーで形成される場合、好適であり得る。ワイヤレスネットワークは、無線、マイクロ波、
赤外線、光、または他の周波数帯域内の電磁波を使用する、誘導されない伝搬モードにお
ける無形の物理媒体を利用することができる。ワイヤレスネットワークは、有利なことに
、固定式の有線ネットワークと比較すると、ユーザの移動性および迅速な現場配置を容易
にすることができる。
【０００６】
　ワイヤレスネットワーク内のデバイスは、他のデバイス/システムと情報を送信/受信す
ることができる。情報はパケットを含んでよい。パケットは、オーバーヘッド情報(たと
えば、ネットワークを介してパケットをルーティングすることに関するヘッダ情報、パケ
ット特性など)、ならびにデータ(たとえば、パケットのペイロード内のユーザデータ、マ
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ルチメディアコンテンツなど)を含んでよい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ワイヤレスネットワーキングシステムは、様々な周波数レンジおよび様々な帯域幅で動
作することができる。IEEE（アイ・トリプル・イー）802.11は、ワイヤレスネットワーキ
ングに関連する業界規格、プロトコル、およびグループのセットである。たとえば、IEEE
802.11a、802.11b、802.11g、および802.11nは、家庭またはオフィスの環境内などの顧客
構内のワイヤレスネットワーキングで使用できるワイヤレスネットワーキング規格である
。「進行中」のIEEE802.11規格には、(「Very High Throughput in < 6GHz」と呼ばれる)
802.11ac、(「Very High Throughput in 60GHz」と呼ばれる)802.11ad、(「Wireless Loc
al Area Network(LAN) in Television White Space」と呼ばれる)802.11af、および(「Su
b-1GHz」と呼ばれる)802.11ahが含まれる。
【０００８】
　特に、IEEE802.11ahは、1ギガヘルツよりも小さい周波数でのワイヤレス通信に関連す
る。そのような通信は、センサなどの低デューティサイクルを有するデバイスに有用であ
り得る。たとえば、IEEE802.11ahネットワークを介して通信するワイヤレスセンサは、数
秒間起きて、少しだけ測定を実行し、測定の結果を宛先に通信し、次いで数分間スリープ
することができる。IEEE802.11ahワイヤレスネットワークは、1MHz、2MHz、4MHz、8MHz、
および16MHzの帯域幅で、1つ、2つ、3つ、または4つの空間ストリームを使用する通信を
サポートすることができる。
【０００９】
　サブ1GHzネットワーク(たとえば、IEEE802.11ahネットワーク)内のメッセージの特性を
制御するシステムおよび方法が開示される。たとえば、送信機から受信機にメッセージ(
たとえば、パケット)を送る前に、送信機は、変調およびコーディング方式(MCS)を選択し
てメッセージに適用することができる。帯域幅/空間ストリームの組合せごとに、2つ以上
のMCSが利用可能であり得る。選択されたMCSに対応するインデックス値は、メッセージに
含まれ得る。たとえば、MCSインデックスは、メッセージの物理層(PHY)プリアンブルの信
号(SIG)フィールドに含まれ得る。メッセージが受信されたとき、受信機はMCSインデック
スを使用して、メッセージを復号する際に有用であり得る様々なメッセージ特性を判断す
ることができる。一実装形態では、送信機および受信機は、各々、MCSインデックスによ
って検索され得るデータ構造(たとえば、テーブル)を記憶するか、または場合によっては
それにアクセスすることができる。
【００１０】
　サブ1GHzワイヤレスネットワークを介して通信されるパケットは、複数のフレームフォ
ーマット(たとえば、シングルユーザ(SU)または「ショート」フォーマットおよびマルチ
ユーザ(MU)または「ロング」フォーマット)のうちの1つに準拠することができ、様々なタ
イミングパラメータに準拠することができる。フレームフォーマットは、パケットに何の
フィールドが含まれるか、およびパケット内のフィールドの順序を識別することができる
。タイミングパラメータは、パケットに関連する量およびフィールド継続時間を示すこと
ができる。フレームフォーマットおよび/またはタイミングパラメータは、パケットの符
号化および/または復号で使用することができる。様々なフレームフォーマット用のタイ
ミングパラメータを示すデータ構造(たとえば、テーブル)は、送信機および受信機に記憶
されるか、または場合によってはアクセス可能であり得る。
【００１１】
　サブ1GHzワイヤレスネットワークを介して通信されるパケットはまた、トーンスケーリ
ングを受けてよい。たとえば、パケットの様々なフィールドは、異なる量によってトーン
スケーリングすることができる。トーンスケーリングパラメータは、パケットの符号化お
よび/または復号で使用することができる。様々なフィールド用のトーンスケーリングパ
ラメータを示すデータ構造(たとえば、テーブル)は、送信機および受信機に記憶されるか



(8) JP 2015-517257 A 2015.6.18

10

20

30

40

50

、または場合によってはアクセス可能であり得る。
【００１２】
　特定の実施形態では、方法は、特定の帯域幅で動作するサブ1ギガヘルツワイヤレスネ
ットワークを介して、パケットを通信する際に使用するフレームフォーマットを送信機で
選択することを含み、フレームフォーマットは、特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づ
いて選択される。方法はまた、選択されたフレームフォーマットおよび特定の帯域幅に基
づいて、1つまたは複数のタイミングパラメータを決定することを含む。方法はさらに、
選択されたフレームフォーマットおよび1つまたは複数のタイミングパラメータに従って
パケットを生成することを含む。方法は、送信機から受信機にパケットを送ることを含む
。特定の帯域幅が1メガヘルツであるとき、選択されたフレームフォーマットはショート
フレームフォーマットであり、特定の帯域幅が1メガヘルツよりも大きいとき、選択され
たフレームフォーマットはショートフレームフォーマットまたはロングフレームフォーマ
ットである。
【００１３】
　別の特定の実施形態では、非一時的プロセッサ可読媒体は、1つまたは複数のデータ構
造を記憶する。1つまたは複数のデータ構造は、サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワーク
の複数の動作帯域幅の各々について、サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークのショー
トフレームフォーマットおよびロングフレームフォーマット用のタイミングパラメータを
示す。タイミングパラメータには、複合データサブキャリアの数、パイロットサブキャリ
アの数、ガードを除く合計サブキャリアの数、最も高いデータサブキャリアインデックス
、サブキャリア周波数間隔、逆離散フーリエ変換期間、離散フーリエ変換期間、ガードイ
ンターバル継続時間、ダブルガードインターバル継続時間、ショートガードインターバル
継続時間、またはそれらの任意の組合せが含まれる。代替または追加として、タイミング
パラメータには、ロングガードインターバルを有する直交周波数分割多重(OFDM)シンボル
継続時間、ショートガードインターバルを有するOFDMシンボル継続時間、OFDMシンボル継
続時間、SERVICEフィールド内のビット数、バイナリ畳み込み符号エンコーダ当たりのテ
ールビットの数、ショートトレーニングフィールド(STF)継続時間、ロングトレーニング
フィールド(LTF)継続時間、信号フィールド(SIG)継続時間、信号Aフィールド(SIG-A)継続
時間、多入力多出力LTF(MIMO-LTF)継続時間、ロングフォーマットSTF継続時間、信号Bフ
ィールド(SIG-B)継続時間、またはそれらの任意の組合せが含まれる。
【００１４】
　別の特定の実施形態では、装置は、1つまたは複数のデータ構造を記憶するメモリを含
む。1つまたは複数のデータ構造は、サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークの複数のフ
レームフォーマットおよびサブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークの複数の帯域幅の各
々用のタイミングパラメータを示す。装置はまた、メモリに結合され、特定の帯域幅で動
作するサブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケットを通信する際に使用す
るフレームフォーマットを選択するように構成されたプロセッサを含み、フレームフォー
マットは、特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づいて選択される。プロセッサはまた、
選択されたフレームフォーマットおよび特定の帯域幅に基づいて、1つまたは複数のタイ
ミングパラメータを決定するように構成される。プロセッサはさらに、選択されたフレー
ムフォーマットおよび1つまたは複数のタイミングパラメータに従ってパケットを生成す
るように構成される。特定の帯域幅が1メガヘルツであるとき、選択されたフレームフォ
ーマットはショートフレームフォーマットであり、特定の帯域幅が1メガヘルツよりも大
きいとき、選択されたフレームフォーマットはショートフレームフォーマットまたはロン
グフレームフォーマットである。
【００１５】
　別の特定の実施形態では、装置は、1つまたは複数のデータ構造を記憶するための手段
を含む。1つまたは複数のデータ構造は、サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークの複数
のフレームフォーマットおよび複数の帯域幅用のタイミングパラメータを示す。装置はま
た、特定の帯域幅で動作するサブ1ギガヘルツワイヤレスネットワークを介してパケット
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を通信する際に使用するフレームフォーマットを選択するための手段を含み、フレームフ
ォーマットは、特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づいて選択される。装置はさらに、
選択されたフレームフォーマットおよび特定の帯域幅に基づいて、1つまたは複数のタイ
ミングパラメータを決定するための手段を含む。装置は、選択されたフレームフォーマッ
トおよび1つまたは複数のタイミングパラメータに従ってパケットを生成するための手段
を含む。
【００１６】
　開示された実施形態のうちの少なくとも1つによってもたらされる1つの特定の利点は、
サブ1GHzワイヤレスネットワークを介して通信されるメッセージ(たとえば、パケット)の
様々な特性を制御できることである。たとえば、そのような特性には、MCS、フレームフ
ォーマット、タイミングパラメータ、トーンスケーリングパラメータ、および/または本
明細書に記載される他の特性が含まれ得る。
【００１７】
　本開示の他の態様、利点、および特徴は、以下のセクション、すなわち、図面の簡単な
説明、発明を実施するための形態、および特許請求の範囲を含む、本出願全体を検討すれ
ば明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のメッセージ特性を制御するように動作可能
なシステムの特定の実施形態の図である。
【図２Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図２Ｂ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図２Ｃ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図３Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図３Ｂ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図３Ｃ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図４Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図４Ｂ】図１のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図４Ｃ】図１のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図４Ｄ】図１のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図５Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図５Ｂ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図５Ｃ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図５Ｄ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図６Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図６Ｂ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図６Ｃ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図６Ｄ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図７Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図７Ｂ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図７Ｃ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図７Ｄ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図８Ａ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図８Ｂ】図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図９Ａ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダが
使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図９Ｂ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダが
使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図９Ｃ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダが
使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
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【図９Ｄ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダが
使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図１０Ａ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダ
が使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図１０Ｂ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダ
が使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図１０Ｃ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダ
が使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図１０Ｄ】すべての可能な帯域幅および可能な数の空間ストリームに１つのエンコーダ
が使用されるときの図1のMCSテーブルの具体的な例を示す図である。
【図１１】MCSインデックスに基づいてサブ1GHzワイヤレスネットワーク内のメッセージ
特性を判断する方法の特定の実施形態のフローチャートである。
【図１２】MCSインデックスに基づいてサブ1GHzワイヤレスネットワーク内のメッセージ
特性を制御する方法の特定の実施形態のフローチャートである。
【図１３】図1のパケットに対して使用できるフレームフォーマットの特定の実施形態を
示す図である。
【図１４】図1のタイミングパラメータの具体的な例を示す図である。
【図１５】サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のフレームフォーマットおよびタイミング
パラメータを制御する方法の特定の実施形態のフローチャートである。
【図１６】図1のトーンスケーリングパラメータの具体的な例を示す図である。
【図１７】サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のトーンスケーリングパラメータを制御す
る方法の特定の実施形態のフローチャートである。
【図１８】サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のメッセージ特性を制御するように動作可
能な構成要素を含むモバイル通信デバイスのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図1は、サブ1GHzワイヤレスネットワーク140内のメッセージ特性を制御するように動作
可能なシステム100の特定の実施形態の図である。特定の実施形態では、サブ1GHzワイヤ
レスネットワーク140は、IEEE802.11ahプロトコルに従って動作する。ワイヤレスネット
ワーク140は、複数の帯域幅および1つまたは複数の空間ストリームをサポートすることが
できる。たとえば、ワイヤレスネットワーク140は、1MHz、2MHz、4MHz、8MHz、および16M
Hzの帯域幅、ならびに1つ、2つ、3つ、または4つの空間ストリームの使用をサポートする
ことができる。
【００２０】
　システム100は、送信機110および受信機120を含む。図1では１つの送信機と受信機が示
されているが、代替の実施形態は、2つ以上の送信機と受信機を含んでよいことに留意さ
れたい。送信機110と受信機120は、例示的なパケット130などのパケットを介して通信す
ることができる。図1では専用の送信機110と専用の受信機120が示されているが、いくつ
かのデバイス(たとえば、送受信機または送受信機を含むモバイル通信デバイス)は、パケ
ット送信ならびにパケット受信の両方が可能であり得ることに留意されたい。このように
、ワイヤレスネットワーク140は双方向通信をサポートする。
【００２１】
　送信機110は、MCSテーブル111、タイミングパラメータ112、およびトーンスケーリング
パラメータ113を記憶するか、または場合によってはそれにアクセスすることができる。
送信機110は、パケット130などのパケットを作成および符号化するように構成されたパケ
ット作成器/エンコーダ114を含んでよい。作成器/エンコーダ114は、作成および符号化の
プロセスの間、パケット130の1つまたは複数の特性を設定することができる。
【００２２】
　たとえば、作成器/エンコーダ114は、複数の利用可能な変調およびコーディング方式(M
CS)からパケット130の特定のMCSを選択することができる。どのMCSが利用可能かは、ワイ
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ヤレスネットワーク140で使用中の帯域幅および空間ストリームの数に依存し得る。特定
の実施形態では、ワイヤレスネットワーク140に接続されたデバイスは、(たとえば、ビー
コン、プローブ応答、または他の制御メッセージを介して)ワイヤレスネットワークに関
連付けられたアクセスポイントにより、帯域幅および空間ストリームの数を通知され得る
。デバイスはまた、ワイヤレスネットワーク140を介して通信されるメッセージを調査す
ることによって、帯域幅および空間ストリームの数などのネットワーク特性を判断するこ
とができる。どの特定のMCSが選択されるかは、チャネル状態、距離、および所望のデー
タレートなどの要因に基づき得る。送信機110は、帯域幅と空間ストリームの数の組合せ
ごとに利用可能なMCSを識別する、1つまたは複数のMCSテーブル111を記憶するか、または
場合によってはそれにアクセスすることができる。作成器/エンコーダ114は、選択された
MCSのインデックスをパケット130に挿入することができる。特定の実施形態では、MCSイ
ンデックスは、パケット130の物理層(PHY)プリアンブルの信号(SIG)フィールドに含まれ
得る。MCSインデックスは、パケット130の変調方式およびコーディングレートを示すこと
ができ、また、サブキャリアシンボル当たりのビット数、データシンボルの数、パイロッ
トシンボルの数、直交周波数分割多重(OFDM)シンボル当たりのコーディングされたビット
の数、(OFDM)シンボル当たりのデータビットの数、パケット130を符号化するために使用
されるエンコーダの数、データレート、および/またはガードインターバルなどの、パケ
ット130のさらなる符号化特性を示すことができるか、またはそれらを導出するために有
用であり得る。MCSテーブルの具体的な例は、図2～図10を参照して記載される。
【００２３】
　受信機120は、それぞれ、MCSテーブル111、タイミングパラメータ112、およびトーンス
ケーリングパラメータ113と同じであり得る、MCSテーブル121、タイミングパラメータ122
、およびトーンスケーリングパラメータ123を記憶するか、または場合によってはそれら
にアクセスすることができる。受信機120は、受信されたパケット130などの受信されたパ
ケットを処理するように構成されたパケット抽出器/デコーダ124を含んでよい。たとえば
、抽出器/デコーダ124は、パケット130からMCSインデックスを抽出することができる。抽
出器/デコーダ124は、ワイヤレスネットワーク140で使用中の帯域幅および空間ストリー
ムの数に対応する、MCSテーブル121のうちの特定のMCSテーブルを識別することができ、
抽出されたMCSインデックスに対応する特定のMCSテーブル内の特性値を検索することがで
きる。検索に基づいて、抽出器/デコーダ124は、パケット130の1つまたは複数の符号化特
性を判断することができ、符号化特性に基づいてパケット130を復号することができる。
【００２４】
　パケット130は、複数のフレームフォーマット(たとえば、シングルユーザ(SU)または「
ショート」フォーマットおよびマルチユーザ(MU)または「ロング」フォーマット)のうち
の1つに準拠することができ、様々なタイミングパラメータに準拠することができる。特
定の実施形態では、フレームフォーマットは、送信機110によって選択されるか、または
受信機120によって指定される。フレームフォーマットは、パケット130に含まれるべきフ
ィールド、およびパケット130内のフィールドの順序を識別することができる。タイミン
グパラメータは、パケット130に関連する量およびフィールド継続時間を示すことができ
る。このように、フレームフォーマットおよび/またはタイミングパラメータは、パケッ
ト130の符号化および/または復号で使用することができる。様々なフレームフォーマット
用のタイミングパラメータを示すデータ構造(たとえば、テーブル)は、送信機および受信
機に記憶されるか、または場合によってはアクセス可能であり得る。たとえば、タイミン
グパラメータは、タイミングパラメータ112として送信機110で、かつタイミングパラメー
タ122として受信機120で、メモリ内のテーブルまたはアレイに記憶することができる。
【００２５】
　特定の実施形態では、パケット130に使用されるフレームフォーマットは、下層のサブ1
GHzワイヤレスネットワーク140が1MHzの帯域幅で動作しているかどうかに少なくとも部分
的に基づく。たとえば、帯域幅が1MHzであるときは、SUフレームフォーマットのみが利用
可能であり得るが、1MHzよりも大きい帯域幅の場合、SUフレームフォーマットとMUフレー
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ムフォーマットの両方が利用可能であり得る。特定の実施形態では、いくつかのフィール
ド継続時間は、帯域幅が1MHzよりも大きいときより、帯域幅が1MHzであるときの方が長く
てよい。フレームフォーマットおよびタイミングパラメータの例は、図13～図14を参照し
てさらに記載される。
【００２６】
　パケット130はまた、トーンスケーリングを受けてよい。たとえば、パケット130の様々
なフィールドは、異なる量によってトーンスケーリングすることができる。トーンスケー
リングパラメータは、パケットの符号化および/または復号で使用することができる。様
々なフィールド用のトーンスケーリングパラメータを示すデータ構造(たとえば、テーブ
ル)は、送信機および受信機に記憶されるか、または場合によってはアクセス可能であり
得る。たとえば、トーンスケーリングパラメータは、トーンスケーリングパラメータ113
として送信機110で、かつトーンスケーリングパラメータ123として受信機120で、メモリ
内のテーブルまたはアレイに記憶することができる。特定の実施形態では、パケット130
がSUフレームフォーマットで表されるか、またはMUフレームフォーマットで表されるかに
基づいて、異なるトーンスケーリングパラメータを使用することができる。トーンスケー
リングパラメータの例は、図16を参照してさらに記載される。
【００２７】
　動作中、送信機110は、選択されたMCSインデックスおよびそれに関連付けられた符号化
特性、選択されたフレームフォーマット、選択されたタイミングパラメータ、ならびに/
または選択されたトーンスケーリングパラメータに基づいて、パケット130を作成および
符号化することができる。下層のサブ1GHzワイヤレスネットワーク140で使用中の帯域幅
および空間ストリームの数はまた、パケット130の作成および符号化に影響を及ぼし得る
。たとえば、帯域幅および空間ストリームの数は、何のMCSインデックスが利用可能であ
るか、何のフレームフォーマットが利用可能であるか、ならびに、いくつかのタイミング
パラメータおよびトーンスケーリングパラメータの値または値の許容範囲に影響を及ぼし
得る。パケット130を受信すると、受信機120は、パケット130を処理(たとえば、復号)す
る際に、MCSインデックス、フレームフォーマット、タイミングパラメータ、および/また
は選択されたトーンスケーリングパラメータを使用することができる。
【００２８】
　図1のシステム100は、こうして、MCSインデックス、フレームフォーマット、タイミン
グパラメータ、トーンスケーリングパラメータ、およびサブ1GHzワイヤレスネットワーク
(たとえば、IEEE802.11ahワイヤレスネットワーク)で使用する他のメッセージ特性の標準
化された値を提供することができ、そのような値は、ワイヤレスネットワークの特性(た
とえば、帯域幅および空間ストリームの数)に基づいて変化する。そのようなPHY(たとえ
ば、レイヤ1)および媒体アクセス制御(MAC)(たとえば、レイヤ2)のメッセージング特性を
標準化すると、サブ1GHzワイヤレスネットワークを介した信頼できる通信が可能になり得
る。
【００２９】
　図2A～図2Cは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121の例を示す。詳細には、図2
A～図2Cは、1つの空間ストリームを使用しながら1MHzの帯域幅で動作するサブ1GHzワイヤ
レスネットワーク用のMCSテーブルを示す。
【００３０】
　MCSテーブルは、複数のMCSインデックスの各々についてのメッセージ特性を含んでよい
。たとえば、MCSテーブルは、MCSインデックス(「MCS Idx」)ごとの変調方式(「Mod」)、
コーディングレート(「R」)、サブキャリアシンボル当たりのビット数(「N_bpscs」)、デ
ータシンボルの数(「N_sd」)、および/またはパイロットシンボルの数(「N_sp」)を示す
ことができる。MCSテーブルはまた、OFDMシンボル当たりのコーディングされたビットの
数(「N_cbps」)、OFDMシンボル当たりのデータビットの数(「N_dbps」)、使用されるエン
コーダの数(「N_es」)、データレート、および/またはガードインターバル(「GI」)を示
すことができる。データレートは、8マイクロ秒のガードインターバルが使用されるか、
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または4マイクロ秒のガードインターバルが使用されるかに応じて変化する可能性がある
。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、他の特性から導出可能な特性は、MCSテーブルから省略され
得る。たとえば、OFDMシンボル当たりのコーディングされたビットの数は、数式N_cbps=N
_sd*N_bpscsに従って導出可能であり得る。OFDMシンボル当たりのデータビットの数は、
数式N_dbps=N_cbps*Rに従って導出可能であり得る。特定の実施形態では、エンコーダの
数は、数式N_es=ceiling(Data Rate/60Mbps)に基づいて決定することができ、ここで、ce
iling()はシーリング関数である。いくつかの状況では、N_es用の数式は、本明細書でさ
らに記載されるように修正することができる。
【００３２】
　特定の実施形態では、所与の帯域幅および空間ストリームの数についてのMCSインデッ
クスは、N_cbps/N_esが非整数である場合、N_dbps/N_esが非整数である場合、またはN_db
psが非整数である場合、利用できない可能性がある。そのようなMCSインデックスは、実
装を簡単にするために(たとえば、パンクチャパターンがOFDMシンボル間で均一であるよ
うに、かつパンクチャリング/レート照合の後余分なパディングシンボルが必要とされな
いように)、利用できないようにされ得る。特定の実施形態では、そうでない場合に利用
できないはずのいくつかのMCSインデックスの使用を可能にするために、エンコーダの数N
_esは、本明細書でさらに記載されるように、N_cbps/N_esおよび/またはN_dbps/N_esが整
数になるように修正することができる。
【００３３】
　上述されたように、サブ1GHzネットワークを介して通信される各パケットは、MCSイン
デックスを含んでよい。MCSインデックスは、パケットの様々な特性を判断するために使
用することができる。一般に、MCSが選択されたとき、MCSは1度発信パケットに適用する
ことができる。しかしながら、1MHzの帯域幅および1つの空間ストリームが使用されると
きの特定の実施形態では、利用可能なMCSインデックスのうちの1つは、Mod=BPSK(2位相偏
移変調)およびR=1/4に対応するMCSが2度適用されるシナリオに対応し得る。図2に示され
たように、1MHzおよび1つの空間ストリームに対応するMCSテーブル用の少なくとも3つの
異なるオプションが存在し得る。(図2Aで「オプション1」と示された)第1のオプションに
よれば、繰返しMCSシナリオは0のMCSインデックスを有し得る。(図2Bで「オプション2」
と示された)第2のオプションによれば、繰返しMCSシナリオは10のMCSインデックスを有し
得る。(図2Cで「オプション3」と示された)第3のオプションによれば、繰返しMCSシナリ
オは15(すなわち、4ビットのMCSインデックスが2の補数で解釈されたときは-1)のMCSイン
デックスを有し得る。
【００３４】
　図3A～図3Cは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。詳細
には、図3A～図3Cは、2つ、3つ、または4つの空間ストリームを使用しながら1MHzの帯域
幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。
【００３５】
　図4A～図4Dは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。詳細
には、図4A～図4Dは、1つ、2つ、3つ、または4つの空間ストリームを使用しながら2MHzの
帯域幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。網掛けによ
り図4A、図4B、および図4Dに示されたように、MCSインデックス9は、1つ、2つ、または4
つの空間ストリームを使用して2MHzで動作するとき、N_dbpsが非整数であり得るので、利
用できない可能性がある。利用できないMCSインデックスは、(たとえば、利用可能ビット
を使用して)フラグ付けされるか、またはMCSテーブルから削除されることによって、利用
できないことを示すことができる。
【００３６】
　図5A～図5Dは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。詳細
には、図5A～図5Dは、1つ、2つ、3つ、または4つの空間ストリームを使用しながら4MHzの
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帯域幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。
【００３７】
　図6A～図6Dは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。詳細
には、図6A～図6Dは、1つ、2つ、3つ、または4つの空間ストリームを使用しながら8MHzの
帯域幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。網掛けによ
り図6Cに示されたように、MCSインデックス6は、3つの空間ストリームを使用して8MHzで
動作するとき、N_dbps/N_esが非整数であり得るので、利用できない可能性がある。
【００３８】
　図7A～図7Dは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。詳細
には、図7A～図7Dは、1つ、2つ、または3つの空間ストリームを使用しながら16MHzの帯域
幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。
【００３９】
　16MHzおよび3つの空間ストリームに対応するMCSテーブルについて2つのオプションが示
される。図7Cの第1のオプションでは、MCSインデックス9は、N_dbps/N_esが非整数なので
利用できない。しかしながら、図7Dの第2のオプションに示されるように、N_esは、MCSイ
ンデックス9について5から6に増やすことができ、それにより、N_dbps/N_esは整数量に変
わり、MCSインデックス9は利用可能になる。このように、エンコーダの数は、いくつかの
MCSインデックスを利用可能にするために修正することができる。そうでない場合6つのエ
ンコーダを使用しないはずのデバイスでは、この修正により、エンコーダの追加がもたら
される可能性がある。しかしながら、他の帯域幅/空間ストリームの組合せについて6つの
エンコーダを使用するデバイス(たとえば、図8に示されたような16MHzで4つの空間ストリ
ームをサポートするデバイス)では、この修正はさらなるハードウェアを追加せずに実行
することができる。
【００４０】
　図8A～図8Bは、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。詳細
には、図8A～図8Bは、4つの空間ストリームを使用しながら16MHzの帯域幅で動作するサブ
1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。
【００４１】
　16MHz、4つの空間ストリームに対応するMCSテーブルについて2つのオプションが示され
る。図8Aの第1のオプションでは、MCSインデックス7は、N_cbps/N_esが非整数なので利用
できない。しかしながら、図8Bの第2のオプションに示されたように、N_esは、MCSインデ
ックス7について5から6に増やすことができ、それにより、N_cbps/N_esは整数量に変わり
、MCSインデックス7は利用可能になる。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、すべての帯域幅/空間ストリームの組合せについて１つのエ
ンコーダを使用することができる。結果として、N_dbps/N_es=N_dbpsおよびN_cbps/N_es=
N_cbpsであり、さらなるMCSインデックスが利用可能になることができる。１つのエンコ
ーダが使用されたとき、1つ～4つの空間ストリームを有する1MHz、1つ～4つの空間ストリ
ームを有する2MHz、1つ～3つの空間ストリームを有する4MHz、および1つの空間ストリー
ムを有する8MHz用のMCSテーブルは、それらのテーブル内の各行がN_es=1を有するので、
上述されたものと同じであり得る。反対に、N_es>1を有する少なくとも1つの行を含むMCS
テーブルは、図9～図10に示されたように修正することができる。
【００４３】
　図9A～図9Dは、すべての帯域幅/空間ストリームの組合せについて１つのエンコーダが
使用されるときの、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121の例を示す。詳細には、
図9A～図9Dは、１つのエンコーダを用いて、4つの空間ストリームを使用しながら4MHzの
帯域幅で、および、2つ、3つ、または4つの空間ストリームを使用しながら8MHzの帯域幅
で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク用のMCSテーブルを示す。特に、8MHzおよび3
つの空間ストリーム用のMCSインデックス6は、図6Cでは利用できないと示されたが、N_es
=1なので図9Cでは利用可能である。
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【００４４】
　図10A～図10Dは、すべての帯域幅/空間ストリームの組合せについて１つのエンコーダ
が使用されるときの、図1のMCSテーブル111およびMCSテーブル121のさらなる例を示す。
詳細には、図10A～図10Dは、１つのエンコーダを用いて、1つ、2つ、3つ、または4つの空
間ストリームを使用しながら16MHzの帯域幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワーク
用のMCSテーブルを示す。特に、16MHzおよび3つの空間ストリーム用のMCSインデックス9
は、N_esが5から6に増やされない限り図7Cでは利用できないと示されたが、N_es=1なので
図10Cでは利用可能である。
【００４５】
　図11は、サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のMCSインデックスに基づいてメッセージ
特性を判断する方法1100の特定の実施形態のフローチャートである。例示的な実施形態で
は、方法1100は、図1の受信機120によって実行することができる。
【００４６】
　方法1100は、1102で、特定の数の空間ストリームを使用しながら特定の帯域幅で動作す
るサブ1GHzワイヤレスネットワークを介して、送信機から受信機でパケットを受信するこ
とを含んでよい。ワイヤレスネットワークは、IEEE802.11ahネットワークであり得る。た
とえば、図1では、受信機120は、ワイヤレスネットワーク140を介して送信機110からパケ
ット130を受信することができる。
【００４７】
　方法1100はまた、1104で、受信されたパケットからMCSインデックスを抽出することと
、1106で、受信機に記憶されたデータ構造を識別することとを含んでよい。データ構造は
、特定の帯域幅および特定の数の空間ストリームに対応することができる。特定の実施形
態では、MCSインデックスは、パケットのPHYプリアンブルのSIGフィールドから抽出する
ことができる。たとえば、図1では、抽出器/デコーダ124は、パケット130からMCSインデ
ックスを抽出することができ、帯域幅および空間ストリームの数に対応するMCSテーブル1
21のうちの1つを識別することができる。たとえば、帯域幅が4MHzであり、1つの空間スト
リームが使用中であるとき、識別されたMCSテーブルは、図5の先頭にあるテーブルであり
得る。
【００４８】
　方法1100はさらに、1108で、抽出されたMCSインデックスに対応する特性値を求めて、
識別されたデータ構造を検索することに基づいて、受信されたパケットの少なくとも1つ
の符号化特性を判断することを含んでよい。符号化特性には、変調方式、コーディングレ
ート、サブキャリアシンボル当たりのビット数、データシンボルの数、パイロットシンボ
ルの数、OFDMシンボル当たりのコーディングされたビットの数、OFDMシンボル当たりのデ
ータビットの数、エンコーダの数、データレート、および/またはガードインターバルが
含まれ得る。たとえば、抽出されたMCSインデックスが5であるとき、Mod=64-QAM、R=2/3
、N_bpscs=6、N_sd=108、N_sp=6、N_cbps=648、N_dbps=432、N_es=1、ならびに/または、
データレート=8マイクロ秒のGIを有する10,800Kbpsおよび/もしくは4マイクロ秒のGIを有
する12,000Kbpsであると、図5の先頭にあるテーブルから判断することができる。
【００４９】
　方法1100は、少なくとも1つの符号化特性に基づいてパケットを復号することを含む場
合がある。たとえば、図1では、抽出器/デコーダ124は、少なくとも1つの符号化特性に基
づいてパケット130を復号することができる。たとえば、パケット130に適用される復調の
タイプ(たとえば、2位相偏移変調(BPSK)、４位相偏移変調(QPSK)、直角位相振幅変調(QAM
)など)は、図5の先頭にあるMCSテーブル内の「Mod」特性に基づいて判断することができ
る。
【００５０】
　図12は、MCSインデックスに基づいてサブ1GHzワイヤレスネットワークを介して通信さ
れるメッセージのメッセージ特性を制御する方法1200の特定の実施形態のフローチャート
である。例示的な実施形態では、方法1200は、図1の送信機110によって実行することがで
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きる。
【００５１】
　方法1200は、1202で、特定の数の空間ストリームを使用しながら特定の帯域幅で動作す
るサブ1GHzワイヤレスネットワークを介してパケットを通信する際の使用に利用可能な複
数のMCSからMCSを送信機で選択することを含んでよい。たとえば、図1では、送信機110は
、使用中の帯域幅および空間ストリームの数に対応する、MCSテーブル111のうちの1つか
ら利用可能なMCSを選択することができる。
【００５２】
　方法1200はまた、1204で、選択されたMCSに対応するMCSインデックスに基づいて、少な
くとも1つの符号化特性を判断することを含んでよい。方法1200はさらに、1206で、パケ
ットにMCSインデックスを挿入することと、1208で、少なくとも1つの符号化特性に基づい
てパケットを符号化することとを含んでよい。たとえば、図1では、抽出器/デコーダ114
は、パケット130にMCSインデックスを挿入し、パケット130を符号化することができる。
方法1200は、1210で、受信機に符号化されたパケットを送ることを含んでよい。たとえば
、図1では、送信機110は、受信機120にパケット130を送ることができる。
【００５３】
　図13は、図1のパケット130を表すために使用できるフレームフォーマットの特定の実施
形態を示す図であり、全体的に1300と示される。特定の実施形態では、サブ1GHzネットワ
ークを介して送信されるパケットは、シングルユーザ(SU)フレームフォーマット1310また
はマルチユーザ(MU)フレームフォーマット1320などの複数のフレームフォーマットのうち
の1つに準拠することができる。各フレームフォーマット1310、1320は、パケットに含ま
れるべきフィールドおよびそのようなフィールドの順序を指定することができる。
【００５４】
　SUフレームフォーマット1310は、ショートトレーニングフィールド(STF)1311、ロング
トレーニングフィールド(LTF)1312(LTF_1)、およびSIGフィールド1313を含んでよい。複
数の空間ストリームが使用中であるとき、SUフレームフォーマット1310はまた、追加LTF1
314(たとえば、追加空間ストリームごとに1つの追加LTF)を含んでよい。STF1311、LTF131
2、SIGフィールド1313、および追加LTF1314は、パケットプリアンブルを表すことができ
る。SUフレームフォーマット1310はまた、データ部分1315を含んでよい。
【００５５】
　MUフレームフォーマット1320は、2つの部分、すなわち、(オムニ(omni)部分1330と呼ば
れる)プリコーディングなしの第1の部分、および(MU部分1340と呼ばれる)プリコーディン
グありの第2の部分を含んでよい。オムニ部分1330は、STF1321、第1のLTF1322(LTF_1)、
および信号A(SIG-A)フィールド1323を含んでよい。MU部分1340は、追加STF1324、および2
つ以上の空間ストリームが使用中であるとき、1つまたは複数の追加LTF1325を含んでよい
。MU部分1340はまた、信号B(SIG-B)フィールド1326およびデータ部分1327を含んでよい。
特定の実施形態では、SIG-Bフィールド1326は、ユーザごとの単位で存在し得る。STFフィ
ールドおよびLTF_1フィールドは、プリコーディングされていないオムニ部分1330とプリ
コーディングされているMU部分1340の両方に存在して、受信と部分1330および部分1340の
処理との間の明白なチャネル状態変化の後に受信機を支援することができる。
【００５６】
　特定の実施形態では、送信機によって選択されたフレームフォーマットは、使用中のワ
イヤレスネットワークの帯域幅に依存し得る。たとえば、帯域幅が1MHzであるときはSUフ
レームフォーマット1310のみが利用可能であり得るが、帯域幅が1MHzよりも大きい(たと
えば、2MHz、4MHz、8MHz、または16MHzである)ときはSUフレームフォーマット1310とMUフ
レームフォーマット1320の両方が利用可能であり得る。
【００５７】
　特定の実施形態では、SUフレームフォーマット1310およびMUフレームフォーマット1320
に関連付けられたタイミングパラメータは、送信機および/または受信機に記憶されるか
、または場合によってはアクセス可能であり得る。図14は、SUフレームフォーマット1310
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およびMUフレームフォーマット1320用のタイミングパラメータ1400の具体的な例を示す。
例示的な実施形態では、タイミングパラメータ1400は、図1のタイミングパラメータ112お
よび/またはタイミングパラメータ122であり得る。
【００５８】
　特定の実施形態では、パケット(たとえば、図1のパケット130)のタイミングパラメータ
1400のうちの1つまたは複数は、帯域幅(たとえば、1MHz、2MHz、4MHz、8MHz、または16MH
z)および/または空間ストリームの数(1つ、2つ、3つ、または4つ)に応じて変化し得る。
タイミングパラメータ1400には、複合データサブキャリアの数N_sd、パイロットサブキャ
リアの数N_sp、(ガードを除く)合計サブキャリアの数N_st、最も高いサブキャリアインデ
ックスN_sr、サブキャリア周波数間隔delta_f、逆離散フーリエ変換(IDFT)およびDFT期間
T_dft、ガードインターバル継続時間T_gi、ダブルガードインターバル継続時間T_gi2、シ
ョートガードインターバル継続時間T_gis、ロングガードインターバルを有するOFDMシン
ボル継続時間T_syml、ショートガードインターバルを有するOFDMシンボル継続時間T_syms
、SERVICEフィールドのビット数N_service、ならびに/またはバイナリ畳み込み符号(BCC)
エンコーダ当たりのテールビットの数N_tailが含まれ得る。
【００５９】
　タイミングパラメータ1400には、SUフレームフォーマットおよびMUフレームフォーマッ
ト用のSTF継続時間T_stf、SUフォーマットおよびMUフォーマット用のLTF_1継続時間T_ltf
1、SIGフィールドおよびSIG-Aフィールドの継続時間T_sig、追加LTF用の第2のLTF継続時
間T_mimo_ltf、MUフレームフォーマット用の第2のSTF継続時間T_mu_stf、ならびに/また
はSIG-Bフィールドの継続時間T_sig_bが含まれ得る。いくつかのタイミングパラメータ14
00は、使用中の帯域幅に応じて様々な値を有し得る。たとえば、STF継続時間T_stf、LTF1
継続時間T_ltf1、SIG/SIG-Aフィールドの継続時間T_sigは、各々、帯域幅が1MHzよりも大
きいときより、帯域幅が1MHzであるときの方が長い場合がある。特定の実施形態では、タ
イミングパラメータのうちの1つまたは複数は、図14に示されたように相互に関係し得る
。したがって、他のタイミングパラメータから導出可能なタイミングパラメータは、タイ
ミングパラメータ1400を記憶するテーブルから省略することができる。
【００６０】
　図15は、サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のフレームフォーマットおよびタイミング
パラメータを制御する方法1500の特定の実施形態のフローチャートである。例示的な実施
形態では、方法1500は、図1の送信機110によって実行することができる。
【００６１】
　方法1500は、1502で、パケットが受信機に送られるべきと送信機で決定することと、15
04で、ワイヤレスネットワークの帯域幅を判定することとを含んでよい。たとえば、図1
では、送信機110は、パケット130が受信機120に送られるべきと決定することができ、(た
とえば、アクセスポイントまたはメッセージングデータの調査からの情報に基づいて)サ
ブ1GHzワイヤレスネットワーク140の帯域幅を判定することができる。
【００６２】
　帯域幅が1MHzであるとき、方法1500は、1506で、パケットを通信する際に使用するSUフ
レームフォーマットを選択することを含んでよい。たとえば、SUフレームフォーマットは
、図13のSUフレームフォーマット1310であり得る。帯域幅が1MHzよりも大きいとき、方法
1500は、1508で、SUフレームフォーマットまたはMUフレームフォーマットを選択すること
を含んでよい。たとえば、MUフレームフォーマットは、図13のMUフレームフォーマット13
20であり得る。
【００６３】
　方法1500はまた、1510で、選択されたフレームフォーマットに従って、かつ選択された
フレームフォーマットに関連付けられた1つまたは複数のタイミングパラメータに基づい
て、パケットを生成することを含んでよい。たとえば、タイミングパラメータは、図14の
タイミングパラメータ1400のうちの1つまたは複数であり得る。方法1500はさらに、1512
で、送信機から受信機にパケットを送ることを含んでよい。たとえば、図1では、送信機1
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10は、受信機120にパケット130を送ることができる。
【００６４】
　図16は、トーンスケーリングパラメータ1600の具体的な例を示す。例示的な実施形態で
は、トーンスケーリングパラメータ1600は、図1のトーンスケーリングパラメータ113およ
び/またはトーンスケーリングパラメータ123であり得る。
【００６５】
　パケット(たとえば、図1のパケット130)が生成されたとき、パケットの1つまたは複数
のフィールドは、1つまたは複数のトーンスケーリングパラメータによってスケーリング
することができる。同じパケットの様々なフィールドに様々なトーンスケーリングパラメ
ータを適用することができる。特定の実施形態では、トーンスケーリングパラメータは、
使用中のフレームフォーマット(パケットが図13のSUフレームフォーマット1310内にある
か、または図13のMUフレームフォーマット1320内にあるか)、帯域幅、および/または空間
ストリームの数の関数であり得る。
【００６６】
　たとえば、トーンスケーリングパラメータ1600は、STFのトーンスケーリングパラメー
タ、LTF_1のトーンスケーリングパラメータ、SIGフィールドのトーンスケーリングパラメ
ータ、およびデータ部分のトーンスケーリングパラメータを含む、1MHz、2MHz、4MHz、8M
Hz、および16MHzの帯域幅でのSUフレームフォーマット用のパラメータを含んでよい。多
入力多出力LTF(MIMO-LTF)のトーンスケーリングパラメータはまた、2つ以上の空間ストリ
ームが使用中であるとき適用することができる。1MHzの帯域幅で、SIGフィールドおよび
データ部分は、同じ数の利用可能なトーン、したがって同じトーンスケーリングパラメー
タを有することができる。より高い帯域幅で、SIGフィールドは、より低い帯域幅のSIGフ
ィールドを繰り返すことによって生成することができる。したがって、SIGフィールドの
トーンスケーリングパラメータは、図16に示されたように、帯域幅が(たとえば、1MHzか
ら2MHz、4MHz、8MHzおよび16MHzに)倍増するにつれて、(たとえば、26から52、104、208
、および416に)倍増し得る。しかしながら、データ部分のトーンスケーリングパラメータ
は、倍増しない場合がある。したがって、SIGフィールドのトーンスケーリングパラメー
タとデータ部分のトーンスケーリングパラメータは、いくつかの帯域幅について異なる場
合がある。
【００６７】
　図13を参照して上記で説明されたように、MUフレームフォーマットは1MHzの帯域幅で利
用可能ではない場合がある。図16では、1MHzでのMUフレームフォーマット用のトーンスケ
ーリングパラメータ1600は、この利用不可を示すために網掛けされる。1MHzよりも大きい
帯域幅でのMUフレームフォーマットの場合、トーンスケーリングパラメータ1600は、STF
のトーンスケーリングパラメータ、LTF_1のトーンスケーリングパラメータ、SIG-Aフィー
ルドのトーンスケーリングパラメータ、SIG-Bフィールドのトーンスケーリングパラメー
タ、データ部分のトーンスケーリングパラメータ、およびMU-STFのトーンスケーリングパ
ラメータを含んでよい。MIMO-LTFのトーンスケーリングパラメータはまた、2つ以上の空
間ストリームが使用中であるとき適用することができる。SIG-Aフィールドのトーンスケ
ーリングパラメータは、帯域幅が倍増するにつれて倍増し得るが、SIG-Bフィールドのト
ーンスケーリングパラメータおよびデータ部分のトーンスケーリングパラメータは、倍増
しない場合がある。したがって、SIG-Aフィールドのトーンスケーリングパラメータは、
いくつかの帯域幅についてデータ部分のトーンスケーリングパラメータとは異なる場合が
ある。SIG-Bトーンスケーリングパラメータは、図16に示されたように、帯域幅ごとにデ
ータ部分のトーンスケーリングパラメータと同じ場合がある。
【００６８】
　図17は、サブ1GHzワイヤレスネットワーク内のトーンスケーリングパラメータを制御す
る方法1700の特定の実施形態のフローチャートである。例示的な実施形態では、方法1700
は、図1の送信機110によって実行することができる。
【００６９】
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　方法1700は、1702で、特定の帯域幅で動作するサブ1GHzワイヤレスネットワークを介し
てパケットを通信する際に使用する1つまたは複数のトーンスケーリングパラメータを送
信機で選択することを含んでよい。1つまたは複数のトーンスケーリングパラメータは、
パケットのフレームフォーマットおよび特定の帯域幅に少なくとも部分的に基づいて、選
択することができる。たとえば、図1では、送信機110は、1つまたは複数のトーンスケー
リングパラメータ113を選択することができる。例示的な実施形態では、トーンスケーリ
ングパラメータは、図16のトーンスケーリングパラメータ1600のうちの1つまたは複数で
あり得る。
【００７０】
　方法1700はまた、1704で、1つまたは複数のトーンスケーリングパラメータに従ってパ
ケットの1つまたは複数のフィールドをスケーリングすることを含んでパケットを生成す
ることを含んでよい。たとえば、パケットがSUフレームフォーマットのパケットであり、
帯域幅が1MHz以上であるとき、STF、LTF_1、SIG、MIMO-LTF、および/またはデータなどの
フィールドは、トーンスケーリングパラメータによってスケーリングすることができる。
別の例として、パケットがMUフレームフォーマットのパケットであり、帯域幅が1MHzより
も大きいとき、STF、LTF_1、SIG-A、MU-STF、MIMO-LTF、SIG-B、および/またはデータな
どのフィールドをスケーリングすることができる。
【００７１】
　方法1700はさらに、1706で、送信機から受信機にパケットを送ることを含んでよい。た
とえば、図1では、送信機110は、受信機120にパケット130を送ることができる。
【００７２】
　様々なデータ構造が示され、テーブルとして記載されたが、他のタイプのデータ構造を
、記載された技法と連携して使用できることに留意されたい。さらに、いくつかのデータ
構造は結合することができ、他のデータ構造は分割することができる。たとえば、帯域幅
/空間ストリームの組合せごとに異なるMCSテーブルを使用する代わりに、特定の実施形態
は、帯域幅、空間ストリームの数、およびMCSインデックスによってインデックス付けさ
れた１つのMCSテーブルを利用することができる。別の例として、１つのタイミングパラ
メータテーブルまたはトーンスケーリングパラメータテーブルを使用する代わりに、複数
のテーブル(たとえば、帯域幅、フレームフォーマット、または帯域幅/フレームフォーマ
ットの組合せごとに異なるテーブル)を使用することができる。したがって、図示された
データ構造よりも多い、少ない、および/または異なるタイプのデータ構造を、記載され
た技法と連携して使用することができる。
【００７３】
　図18は、モバイル通信デバイス1800のブロック図である。特定の実施形態では、モバイ
ル通信デバイス1800またはその構成要素は、図1の送信機110、図1の受信機120、送受信機
、またはそれらの任意の組合せを含むか、またはそれらに含まれる。さらに、図11、図12
、図15、および/または図17に記載された方法の全部または一部は、モバイル通信デバイ
ス1800もしくはその構成要素で、またはそれらによって実行することができる。モバイル
通信デバイス1800は、メモリ1832に結合された、デジタル信号プロセッサ(DSP)などのプ
ロセッサ1810を含む。
【００７４】
　メモリ1832は、命令1860を記憶する非一時的有形コンピュータ可読記憶デバイスおよび
/または非一時的有形プロセッサ可読記憶デバイスであり得る。命令1860は、図11、図12
、図15、および/または図17を参照して記載された方法などの、本明細書に記載された1つ
または複数の機能または方法を実行するように、プロセッサ1810によって実行可能であり
得る。メモリ1832はまた、MCSテーブル1861、タイミングパラメータ1862、およびトーン
スケーリングパラメータ1863を記憶することができる。MCSテーブル1861は、図1のMCSテ
ーブル111、図1のMCSテーブル121、図2～図10に示されたMCSテーブル、またはそれらの任
意の組合せを含んでよい。タイミングパラメータ1862は、図1のタイミングパラメータ112
、図1のタイミングパラメータ122、図14のタイミングパラメータ1400、またはそれらの任
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意の組合せを含んでよい。トーンスケーリングパラメータ1863は、図1のトーンスケーリ
ングパラメータ113、図1のトーンスケーリングパラメータ123、図16のトーンスケーリン
グパラメータ1600、またはそれらの任意の組合せを含んでよい。
【００７５】
　プロセッサ1810はまた、本明細書に記載されたデバイス構成要素に関係する命令を含む
か、実装するか、または実行することができる。たとえば、プロセッサ1810は、エンコー
ダ1891(たとえば、図1のパケット作成器/エンコーダ114)および/またはデコーダ1892(た
とえば、図1のパケット抽出器/デコーダ124)を含むか、または実装することができる。
【００７６】
　図18はまた、プロセッサ1810およびディスプレイ1828に結合されたディスプレイコント
ローラ1826を示す。コーダ/デコーダ(コーデック)1834も、プロセッサ1810に結合するこ
とができる。スピーカ1836およびマイクロフォン1838は、コーデック1834に結合すること
ができる。図18はまた、ワイヤレスコントローラ1840がプロセッサ1810に結合することが
でき、ワイヤレスコントローラ1840が送受信機1850を介してアンテナ1842と通信している
ことを示す。ワイヤレスコントローラ1840、送受信機1850、およびアンテナ1842は、こう
して、モバイル通信デバイス1800によりワイヤレス通信を可能にするワイヤレスインター
フェースを表すことができる。たとえば、ワイヤレス通信は、図1のワイヤレスネットワ
ーク140などのサブ1GHzワイヤレスネットワーク(たとえば、IEEE802.11ahワイヤレスネッ
トワーク)を介してよい。そのようなワイヤレスインターフェースは、図1のパケット130
を送信または受信するために使用することができる。モバイル通信デバイス1800は、多数
のワイヤレスインターフェースを含む場合があり、様々なワイヤレスネットワークは、様
々なネットワーキング技術またはネットワーキング技術の組合せをサポートするように構
成される。
【００７７】
　図18はモバイル通信デバイスを示すが、サブ1GHzワイヤレスネットワーク(たとえば、I
EEE802.11ahワイヤレスネットワーク)を介して他のタイプのデバイスが通信できることに
留意されたい。いくつかのデバイスは、図18に示された構成要素よりも多い、少ない、お
よび/または異なる構成要素を含んでよい。たとえば、IEEE802.11ahワイヤレスセンサは
、ディスプレイ1828、スピーカ1836、またはマイクロフォン1838を含まない場合がある。
【００７８】
　特定の実施形態では、プロセッサ1810、ディスプレイコントローラ1826、メモリ1832、
コーデック1834、ワイヤレスコントローラ1840、および送受信機1850は、システムインパ
ッケージデバイスまたはシステムオンチップデバイス1822に含まれる。特定の実施形態で
は、入力デバイス1830および電源1844は、システムオンチップデバイス1822に結合される
。さらに、特定の実施形態では、図18に示されたように、ディスプレイデバイス1828、入
力デバイス1830、スピーカ1836、マイクロフォン1838、アンテナ1842、および電源1844は
、システムオンチップデバイス1822の外部にある。しかしながら、ディスプレイデバイス
1828、入力デバイス1830、スピーカ1836、マイクロフォン1838、アンテナ1842、および電
源1844の各々は、インターフェースまたはコントローラなどの、システムオンチップデバ
イス1822の構成要素に結合することができる。
【００７９】
　記載された実施形態と連携して、装置は、1つまたは複数のデータ構造を記憶するため
の手段を含む。1つまたは複数のデータ構造は、サブ1ギガヘルツワイヤレスネットワーク
の複数のフレームフォーマットおよび複数の帯域幅用のタイミングパラメータを示す。た
とえば、記憶するための手段は、図1の送信機110の構成要素(たとえば、メモリまたはデ
ータ記憶デバイス)、図1の受信機120の構成要素(たとえば、メモリまたはデータ記憶デバ
イス)、図18のメモリ1832、データを記憶するように構成された別のデバイス、またはそ
れらの任意の組合せを含んでよい。装置はまた、特定の帯域幅で動作するサブ1ギガヘル
ツワイヤレスネットワークを介してパケットを通信する際に使用するフレームフォーマッ
トを選択するための手段を含む。フレームフォーマットは、特定の帯域幅に少なくとも部
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分的に基づいて選択される。たとえば、選択するための手段は、図1のパケット作成器/エ
ンコーダ114、図1のパケット抽出器/デコーダ124、図18のプロセッサ1810、図18のエンコ
ーダ1891、図18のデコーダ1892、フレームフォーマットを選択するように構成された別の
デバイス、またはそれらの任意の組合せを含んでよい。
【００８０】
　装置はさらに、選択されたフレームフォーマットおよび特定の帯域幅に基づいて、1つ
または複数のタイミングパラメータを決定するための手段を含む。たとえば、決定するた
めの手段は、図1のパケット作成器/エンコーダ114、図1のパケット抽出器/デコーダ124、
図18のプロセッサ1810、図18のエンコーダ1891、図18のデコーダ1892、タイミングパラメ
ータを決定するように構成された別のデバイス、またはそれらの任意の組合せを含んでよ
い。装置は、選択されたフレームフォーマットおよび1つまたは複数のタイミングパラメ
ータに従ってパケットを生成するための手段を含む。たとえば、生成するための手段は、
図1のパケット作成器/エンコーダ114、図1のパケット抽出器/デコーダ124、図18のプロセ
ッサ1810、図18のエンコーダ1891、図18のデコーダ1892、パケットを生成するように構成
された別のデバイス、またはそれらの任意の組合せを含んでよい。
【００８１】
　本明細書で開示された実施形態に関して記載された様々な例示的な論理ブロック、構成
、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者はさらに諒解され
よう。様々な例示的な構成要素、ブロック、構成、モジュール、回路、およびステップが
、概してそれらの機能に関して上述された。そのような機能がハードウェアとして実装さ
れるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステ
ムに課される設計制約に依存する。当業者は、記載された機能を特定の適用例ごとに様々
な方法で実装できるが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるもの
と解釈されるべきではない。
【００８２】
　本明細書で開示された実施形態に関して記載された方法またはアルゴリズムのステップ
は、直接ハードウェアで具現化されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモ
ジュールで具現化されるか、またはその2つの組合せで具現化され得る。ソフトウェアモ
ジュールは、ランダムアクセスメモリ(RAM)、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ(ROM)
、プログラマブル読取り専用メモリ(PROM)、消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(E
PROM)、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、レジスタ、ハードデ
ィスク、リム-バルディスク、コンパクトディスク読取り専用メモリ(CD-ROM)、または当
分野で知られている任意の他の形態の非一時的記憶媒体の中に常駐することができる。例
示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込
むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと
一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒体は、特定用途向け集積回路(ASIC)に存在し得
る。ASICは、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末(たとえば、モバイル電話も
しくはPDA)に存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピューティン
グデバイスまたはユーザ端末内の個別構成要素として存在し得る。
【００８３】
　開示された実施形態の上記の説明は、当業者が開示された実施形態を作成し使用するこ
とを可能にするために提供される。これらの実施形態に対する様々な修正形態は、当業者
には容易に明らかであり、本明細書で定義された原理は、本開示の範囲から逸脱すること
なく他の実施形態に適用することができる。したがって、本開示は、本明細書で開示され
た実施形態に限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲によって定義されるような
原理および新規の特徴に一致する、可能な最大の範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００８４】
　　100　システム
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　　110　送信機
　　111　MCSテーブル
　　112　タイミングパラメータ
　　113　トーンスケーリングパラメータ
　　114　パケット作成器/エンコーダ
　　120　受信機
　　121　MCSテーブル
　　122　タイミングパラメータ
　　123　トーンスケーリングパラメータ
　　124　パケット抽出器/デコーダ
　　130　パケット
　　140　サブ1GHzワイヤレスネットワーク
　　1300　パケットを表すために使用できるフレームフォーマット
　　1310　シングルユーザ(SU)フレームフォーマット
　　1311　ショートトレーニングフィールド(STF)
　　1312　ロングトレーニングフィールド(LTF)
　　1313　SIGフィールド
　　1314　追加LTF
　　1315　データ部分
　　1320　マルチユーザ(MU)フレームフォーマット
　　1321　STF
　　1322　第1のLTF(LTF_1)
　　1323　信号A(SIG-A)フィールド
　　1324　追加STF
　　1325　追加LTF
　　1326　信号B(SIG-B)フィールド
　　1327　データ部分
　　1330　オムニ部分
　　1340　MU部分
　　1400　タイミングパラメータ
　　1600　トーンスケーリングパラメータ
　　1800　モバイル通信デバイス
　　1810　プロセッサ
　　1822　システムインパッケージデバイスまたはシステムオンチップデバイス
　　1826　ディスプレイコントローラ
　　1828　ディスプレイ
　　1830　入力デバイス
　　1832　メモリ
　　1834　コーデック
　　1836　スピーカ
　　1838　マイクロフォン
　　1840　ワイヤレスコントローラ
　　1842　アンテナ
　　1844　電源
　　1850　送受信機
　　1860　命令
　　1861　MCSテーブル
　　1862　タイミングパラメータ
　　1863　トーンスケーリングパラメータ
　　1891　エンコーダ
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　　1892　デコーダ

【図１】 【図２Ａ】
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【図４Ｂ】
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【図７Ｃ】
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【図８Ａ】
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【図１４】



(39) JP 2015-517257 A 2015.6.18

【図１６】
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